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日
本
医
史
学
会
の
前
身
で
あ
る
奨
進
医
会
に
つ
い
て
は
、
「
日

本
医
史
学
会
総
会
百
回
記
念
誌
」
（
二
○
○
○
年
）
中
の
「
日
本

医
史
学
会
の
歩
み
」
で
か
な
り
く
わ
し
く
の
べ
た
。

私
立
奨
進
医
会
（
途
中
か
ら
「
私
立
」
は
と
れ
る
）
は
、
一

八
九
三
年
六
月
か
ら
機
関
誌
『
医
談
」
を
発
行
し
た
。
ま
た
一

八
九
四
年
一
二
月
か
ら
会
長
に
田
口
和
美
を
い
た
だ
い
て
、
そ

の
活
動
は
か
な
り
活
発
で
あ
っ
た
。
一
八
九
七
年
末
に
は
、
特

別
会
員
（
本
会
の
賓
客
）
三
三
名
と
会
員
二
一
二
名
と
が
い
た
。

田
口
会
長
が
一
九
○
四
年
二
月
に
死
去
し
た
あ
と
会
長
は
不
在

で
、
一
九
○
九
年
一
○
月
に
な
っ
て
片
山
國
嘉
が
常
務
委
員
長

に
つ
く
。
「
医
談
」
は
月
刊
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
○
三
年
の

発
行
は
三
号
、
一
九
○
四
年
九
号
、
一
九
○
五
年
一
号
、
一

2

奨
進
医
会

ｌ
「
医
談
」
か
ら
「
刀
圭
新
報
』
へ
Ｉ

岡
田
靖
雄

精
神
科
医
療
史
研
究
会

九
○
六
年
一
号
、
一
九
○
七
年
五
号
、
一
九
○
八
年
二
号

（
た
だ
し
二
号
分
合
併
号
二
回
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

機
関
誌
発
行
が
不
規
則
な
の
で
、
こ
の
時
期
の
会
の
活
動
は
充

分
に
は
か
き
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
○
八
年
一
月
発
行
の

第
一
○
五
号
か
ら
は
、
会
費
納
入
お
願
い
の
緊
急
広
告
が
毎
号

の
っ
た
が
、
同
年
一
一
月
発
行
の
第
一
一
四
・
一
一
五
号
で

『
医
談
」
の
発
行
は
中
止
さ
れ
た
。
こ
の
ま
え
一
九
○
七
年
一
二

月
に
は
奨
進
医
会
・
若
越
医
学
会
発
起
で
杉
田
玄
白
先
生
贈
位

祝
賀
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
間
に
も
三
月
四
日

恒
例
の
医
家
先
哲
追
薦
会
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
（
た
だ
し
、

一
九
○
六
年
は
役
員
だ
け
で
）
・

『
医
談
」
発
行
中
止
の
翌
年
一
九
○
九
年
八
月
に
は
あ
た
ら
し

く
機
関
誌
「
刀
圭
新
報
」
が
発
刊
さ
れ
、
会
の
活
動
は
『
医
談
」

期
の
盛
期
よ
り
も
活
発
に
な
っ
た
。
一
九
一
二
年
中
頃
の
会
員

数
は
四
三
五
名
で
、
一
五
年
前
に
く
ら
べ
る
と
倍
増
し
て
い
る

（
特
別
会
員
の
制
度
は
な
く
な
っ
て
い
る
）
・

わ
た
し
は
『
自
明
治
三
十
九
年
一
月
／
総
会
費
収
納
簿
／
奨

進
医
会
」
を
古
書
店
で
購
入
し
た
。
こ
れ
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

支
出
も
記
入
し
て
、
一
九
○
五
年
一
二
月
か
ら
一
九
一
○
年
七
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月
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
会
務
記
載
の
と
ぼ
し

い
期
間
、
『
医
談
」
か
ら
「
刀
圭
新
報
」
に
う
つ
る
空
白
期
に
つ

い
て
奨
進
医
会
の
活
動
状
況
を
さ
ぐ
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
た
。

ま
ず
会
員
数
（
当
然
、
会
費
を
納
入
し
た
会
員
の
数
）
を
み

る
と
、
一
九
○
六
年
（
年
会
費
一
円
）
六
六
名
、
一
九
○
七
年

（
年
会
費
一
円
、
途
中
か
ら
七
五
銭
に
値
下
げ
さ
れ
た
か
）
八
○

名
、
一
九
○
八
年
（
年
会
費
一
円
五
○
銭
）
一
三
三
名
、
一
九

○
九
年
（
普
通
会
員
年
一
円
五
○
銭
、
正
会
員
年
二
円
）
は
普

通
会
員
二
○
一
名
、
正
会
員
二
○
名
と
な
っ
て
い
る
。
会
費
が

機
関
紙
代
を
ふ
く
む
か
ら
に
は
、
発
行
不
確
実
な
期
間
に
会
員

数
が
激
減
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
会
費
納
入
会
員

名
に
、
ま
え
の
特
別
会
員
の
名
は
一
人
も
み
あ
た
ら
な
い
。
特

別
会
員
に
は
機
関
誌
を
贈
呈
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
が

当
時
も
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
特
別

会
員
中
で
一
九
一
二
年
名
簿
に
で
て
く
る
の
は
、
石
黒
忠
恵
、

片
山
國
嘉
、
三
宅
秀
だ
け
で
あ
る
。

支
出
を
み
る
と
、
月
二
円
か
ら
三
一
円
の
支
出
が
あ
っ
て

例
会
費
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
○
六
年
七
月
か
ら
一

九
○
七
年
二
月
は
こ
の
支
出
が
な
い
、
活
動
停
止
期
間
か
。

一
九
○
九
年
八
月
か
ら
一
○
月
に
か
け
て
は
「
切
手
見
本
」

と
し
て
二
一
銭
の
収
入
が
一
二
件
あ
る
。
「
刀
圭
新
報
」
が
発
刊

さ
れ
て
、
拡
張
の
た
め
の
宣
伝
を
さ
か
ん
に
し
た
の
だ
ろ
う
。

一
九
○
九
年
二
月
の
締
め
に
、
残
金
三
三
円
三
九
銭
を
某
君

（
氏
名
よ
み
き
れ
ず
、
会
員
で
は
な
さ
そ
う
）
遺
族
へ
従
来
慰
労

の
た
め
お
く
っ
た
、
と
あ
る
。
金
額
か
ら
み
て
、
重
要
な
会
務

を
こ
な
し
て
き
た
人
な
の
だ
ろ
う
。
会
費
収
納
簿
の
筆
も
こ
こ

で
か
わ
る
。
機
関
誌
の
切
り
換
え
も
こ
の
人
の
死
が
関
係
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
同
年
一
一
月
か
ら
会
費
集
め
は
集
金
人
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
て
、
そ
の
手
数
料
は
五
分
と
な
っ
て
い
た
。

な
お
、
こ
の
あ
た
り
の
経
過
に
お
い
て
は
、
富
士
川
勝
は
会

務
を
全
面
的
に
と
り
し
き
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
に
お
も
え

る
。


